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あとがき

OPU-IVF による胚生産はそのスケジュールを十分考慮することによ
り、連続過剰排卵処理によるものよりも効率的に胚を生産できる可能性

があります。また、発生した胚盤胞の移植についても、新鮮胚移植にお

いては体内受精由来胚と同等の受胎率を期待できます。しかし、その

OPU 技術でも手技についてのマニュアルは今までほとんど公表されて
きていませんでした。

本マニュアルでは、超音波画像と卵巣の操作法についてイラストを用

いてわかりやすく説明しました。これらは全て基礎の段階の技術ですが、

本マニュアルがこれから牛体外受精を実施されようとする技術者の

参考となり、今後、ますます技術開発が進むであろうこの技術の発

展に少しでも寄与することができれば幸いです。

マニュアル執筆者 家畜改良センター技術部技術第一課 小林修司
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